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異文化交流により子どもたちの積極性やコミュニケーションスキルを向上
「英語でサッカー教室」を
告知するポスター

サッカーの基礎練習をしながら簡単な英単語や日常の挨拶、自分の意思を伝えるための表現などを身につける

異文化体験とコミュニケーション力の 
向上が積極性を培う機会にもつながる

このサッカー教室の特長は、海外へ挑戦する日本人ア

スリートの語学学習サポートや英語サッカースクールを実施

している一般社団法人「グローバル・アスリート・プロジェ

クト」から外国人コーチを派遣してもらい、そのコーチの

指導のもと、サッカーの基礎的な練習をしながら、簡単な

英単語や英語による日常の挨拶、自分の意思を伝えるた

めの表現などを身につけられることである。練習時間中の

指導や会話はすべて英語で行われ、子どもたちはカタコト

だろうが何だろうが、英語を話さないと活動ができないカリ

キュラムとなっている。

2015年度は6月から3月にかけて計10回、川崎市や横

浜市の体育館で実施され、2クラス（主に小学生対象のキッ

ズ、中高生対象のユース。各クラスとも90分）に、各回平

均で計20～30名が、東京都、神奈川県、千葉県から参

加した。参加費は1回500円で、参加者の募集はチラシや

インターネットなどで行われた。なお、運営スタッフとして毎回、

外国人コーチ1名のほか、バイリンガルのアシスタント1～2

名、エスペランサのスタッフ4～5名、ボランティア2～3名

が参加した。

「子どもたちにとっては、外国人コーチと接することが異

文化体験になっている。英語を話せないながらも、コミュニ

ケーションをとるにはどうしたらいいか、自分なりに考えるよ

うになる。それが子どもたちの積極性にもつながっている。

英語力向上よりも、言葉が通じないような環境に置かれた

らどうするか、自分を周囲に理解してもらうためにもコミュニ

ケーション力は重要です。それを磨くことでライフスキルの

向上につながればいい」と、神さんはこの事業の手応えと

期待を語った。

肢体不自由児のライフスキル向上の 
一環として始まった英語でサッカー教室
「CPサッカー＆ライフ エスペランサ」（以下、エスペラン

サ）は、CPサッカー（脳性まひ者7人制サッカー）を日本に

普及させるとともに、サッカーを通じて肢体不自由児の運

動機能の向上、自立・自律の支援、社会参加を促すため

のプログラムを実施している団体である。CPサッカーの

CPとは、Cerebral Palsyの略で、脳性まひを意味してい

る。残念ながら2020年の東京パラリンピックの実施種目か

らはずれてしまったCPサッカーだが、1984年からパラリンピッ

クの正式種目となっている。

エスペランサでは、肢体不自由児を対象に、社会生活

を送るうえで必要となる他者とのコミュニケーション能力な

どのライフスキルを向上させるためのプログラムを実施して

いるが、その一環として、2014年9月にスタートさせたのが

「英語でサッカー教室」である。

副代表理事の神一世子さんは、「国際大会などに帯同

した経験から、日本の子どもたちは外国人から話しかけら

れても、英語を話せないことはもちろんですが、そもそも気

後れして、うまくコミュニケーションがとれない。サッカーを通

じて、国際感覚、度胸、英語力などのコミュニケーション能

力を身につける場所や機会を提供したかった」と、その動

機や目的について話す。エスペランサでは、このプログラム

を2015年度も継続するため、AJOSCに助成申請を行った。

参加者が限られるなかで最大の課題である運営資金の助成に感謝
2012年度に続き、助成をしていただき、ありがとうございました。参加者が限られ、参

加費もこれ以上はご負担いただけない状況で、最大の課題である会場費、コーチやアシスタン
トへの謝礼などの運営資金として大変役立ちました。2020年にはCPサッカーの国際大
会を開催したいという夢を持っています。来年以降もぜひ、ご支援をお願いします。

NPO法人 CPサッカー＆ライフ エスペランサ 
副代表理事　神 一世子さん

助成団体：特定非営利活動法人 CPサッカー＆ライフ エスペランサ http://www.npo-esperanza.org

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（やすらぎ・いたわり）

「コミュニケーション力向上・英語でサッカー！教室」事業

外国人コーチによる英語のサッカー教室で●
肢体不自由児のコミュニケーション力向上を目指す

肢体の不自由な障がい児者の体力向上と外国人コーチの英語による指導を経験することで、異文化体験や日常使わ
ない言語によるコミュニケーション力の向上を目的に、英語によるサッカー教室を実施している「エスペランサ」。そこ
で培われる積極性は、ライフスキルとして子どもたちに役立つことは間違いない。




